
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器本体と、
　 容器本体を開閉する外蓋と、
　 容器本体に設けた収納部内に着脱可能に収納される中皿と、
　 中皿を開閉する内蓋と、
　

　

第１フックと、
　上記内蓋 上記中皿

内蓋を 中皿に係脱自在に係合する第２フックと、
　

上記第２フックの係合を解除する中間ピースとを備えたことを特徴とする化粧料
容器。
【請求項２】
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該
上記
該
筒状に形成された操作部の筒状部内側に形成した第２係合凸部および該操作部の後側か

ら突設した作動ブロックを有し、上記容器本体に形成した切欠部に前後移動可能に配置さ
れて押し込み操作されるプッシュピースと、

上記外蓋を上記容器本体側に係脱自在に係合すべく、上記第２係合凸部および該外蓋に
突設した第１係合凸部から構成され、上記プッシュピースの押し込み操作により係合が解
除される

に突設した第３係合凸部および に形成した第４係合凸部から構成され
、該 該

上記容器本体側から折曲自在に一体成形され、上記作動ブロックに下端部が、上記内蓋
に上端が当接されて、上記プッシュピースの押し込み操作に伴って移動されて該内蓋を押
し上げて

容器本体と、



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、携帯容易に化粧料を収納する化粧料容器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　一般に、化粧料の携帯用に化粧料容器が用いられるが、この化粧料容器は容器本体内に
化粧料を収納すると共に、容器本体の後端部に開閉自在に蝶着される外蓋で容器本体上側
を全体的に覆うようになっている。そして、容器本体と外蓋との前端部間に設けられるフ
ック機構で外蓋の閉止状態が保持され、かつ、このフック機構を解除するための操作ボタ
ンが容器本体の前端部から突出されるのが一般的な構造となっている。
【０００３】
　ところで、この種の化粧料容器としては に開示されるよ
うに、容器本体の収納部内に脱着可能な中皿を収納するようにしたものがある。即ち、上
記中皿は皿状の容器に内蓋がヒンジ結合されることにより構成され、容器本体の外蓋が閉
位置にあるときに内蓋が外蓋で押圧されて、内蓋の閉止状態が保持されるようになってい
る。従って、前記中皿は内蓋と外蓋との二重構造をもって閉止されるようになっているた
め、中皿内の化粧料が外方に漏れるのを確実に防止できるようになっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、かかる従来の化粧料容器にあっては、中皿内の化粧料を使用する際に、
まず容器本体の外蓋を開いた後に、この中皿の内蓋を開くという二度手間となり、従って
、蓋体の開動時の操作性が不便であるという課題があった。
【０００５】
　そこで、本発明はかかる従来の課題に鑑みて、外蓋と内蓋とを一度の操作で開けられる
ようにして、二重構造となった蓋体の開動操作性を容易にすることができる化粧料容器を
提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　かかる目的を達成するために請求項１に示す本発明の化粧料容器は、容器本体と、 容
器本体を開閉する外蓋と、 容器本体に設けた収納部内に着脱可能に収納される中皿と
、 中皿を開閉する内蓋と、
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　該容器本体を開閉する外蓋と、
　上記容器本体に設けた収納部内に着脱可能に収納される中皿と、
　該中皿を開閉する内蓋と、
　上記外蓋に突設した第１係合凸部および上記容器本体に形成された切欠部の立壁に突設
した第２係合凸部から構成され、該外蓋を該容器本体側に係脱自在に係合する第１フック
と、
　上記内蓋に突設した第３係合凸部および上記中皿に形成した第４係合凸部から構成され
、該内蓋を該中皿に係脱自在に係合する第２フックと、
　操作部およびスライドバーによってＬ字状に形成され、かつ該操作部の後面から突出さ
せて、上記立壁に沿って立ち上がって上記第１係合凸部を押し上げるための傾斜突片を有
し、上記容器本体の上記切欠部に前後移動可能に配置されて、押し込み操作されて上記第
１フックの係合を解除するプッシュピースと、
　上記容器本体側から折曲自在に一体成形され、上記スライドバーに下端部が、上記内蓋
に上端が当接されて、上記プッシュピースの押し込み操作に伴って移動されて該内蓋を押
し上げて上記第２フックの係合を解除する中間ピースとを備えたことを特徴とする化粧料
容器。

実開昭５８－４０００３号公報

該
上記

該 筒状に形成された操作部の筒状部内側に形成した第２係合凸
部および該操作部の後側から突設した作動ブロックを有し、上記容器本体に形成した切欠
部に前後移動可能に配置されて押し込み操作されるプッシュピースと、上記外蓋を上記容



第１フック
と、上記内蓋 上記中皿

内蓋を 中皿に係脱自在に係合する第２フックと、

上記第２フックの係合を
解除する中間ピースとを備えて構成する。
【０００７】

【０００８】
　以上の構成により請求項１ の化粧料容器は、外蓋の第１フックおよび内
蓋の第２フックの係合により容器本体を開閉する外蓋および中皿を開閉する内蓋が共に閉
止された状態でプッシュピースを操作することにより、第１フックが係合解除されるとと
もに、中間ピースが移動して第２フックをも係合解除することができる。従って、第１フ
ックの係合解除で外蓋を開けることができ、かつ、第２フックの係合解除で内蓋を開ける
ことができるため、これら外蓋および内蓋をプッシュピースの一度の操作で一挙に開ける
ことが可能となり、二重構造となった蓋体の開動操作が著しく簡単になる。
【０００９】
　また、上記中間ピースは容器本体側から一体成形されるため、この容器本体側の製造に
伴って中間ピースを同時に形成することができ、製作工程を削減できるとともに、部品点
数を削減することができる。従って、このように部品点数が削減されることにより、化粧
料容器の組み付け工数を減少することができるとともに、上記中間ピースが容器本体側と
一体であるため、組み付け状態でこの中間ピースがガタ付くのを防止することができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施形態を添付図面を参照して詳細に説明する。図１から図５は本発明
の化粧料容器の一実施形態を示し、図１は中皿および内蓋からなるレフィル容器および中
枠の一部を断面して示す化粧料容器全体の分解斜視図、図２は外蓋および内蓋を閉止した
図１中Ａ－Ａ線に対応する断面図、図３は外蓋および内蓋を閉止した図１中Ｂ－Ｂ線に対
応する断面図、図４は図３中Ｃ部の拡大断面図、図５はプッシュピースの操作状態を示す
図４に対応する拡大断面図である。
【００１１】
　本実施形態の化粧料容器１０の基本構造は、容器本体１２と、この容器本体１２を開閉
する外蓋１４と、容器本体１２に設けられる中枠１６の収納部１６ａ内に着脱可能に収納
される中皿１８と、この中皿１８を開閉する内蓋２０と、
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器本体側に係脱自在に係合すべく、上記第２係合凸部および該外蓋に突設した第１係合凸
部から構成され、上記プッシュピースの押し込み操作により係合が解除される

に突設した第３係合凸部および に形成した第４係合凸部から構成さ
れ、該 該 上記容器本体側から折曲自在に
一体成形され、上記作動ブロックに下端部が、上記内蓋に上端が当接されて、上記プッシ
ュピースの押し込み操作に伴って移動されて該内蓋を押し上げて

　また、請求項２に示す本発明の化粧料容器は、容器本体と、該容器本体を開閉する外蓋
と、上記容器本体に設けた収納部内に着脱可能に収納される中皿と、該中皿を開閉する内
蓋と、上記外蓋に突設した第１係合凸部および上記容器本体に形成された切欠部の立壁に
突設した第２係合凸部から構成され、該外蓋を該容器本体側に係脱自在に係合する第１フ
ックと、上記内蓋に突設した第３係合凸部および上記中皿に形成した第４係合凸部から構
成され、該内蓋を該中皿に係脱自在に係合する第２フックと、操作部およびスライドバー
によってＬ字状に形成され、かつ該操作部の後面から突出させて、上記立壁に沿って立ち
上がって上記第１係合凸部を押し上げるための傾斜突片を有し、上記容器本体の上記切欠
部に前後移動可能に配置されて、押し込み操作されて上記第１フックの係合を解除するプ
ッシュピースと、上記容器本体側から折曲自在に一体成形され、上記スライドバーに下端
部が、上記内蓋に上端が当接されて、上記プッシュピースの押し込み操作に伴って移動さ
れて該内蓋を押し上げて上記第２フックの係合を解除する中間ピースとを備えて構成する
。

および請求項２

筒状に形成された操作部となる
ピース本体部分２６ａの筒状部内側に形成した第２係合凸部３８およびピース本体部分２
６ａの後側から突設した作動ブロック２６ｃを有し、容器本体１２に形成した切欠部１２
ｅに前後移動可能に配置されて押し込み操作されるプッシュピース２６と、外蓋１４を容



第１フック２２と、上記内蓋２０ 上記中皿１８
内蓋２０を中皿１８に係脱自在に係合する第２フッ

ク２４と、

上記第２フック２４の係合を解除する中間ピース２８とを備えて構
成される。
【００１２】
　上記容器本体１２は、図１から図３に示すように側壁１２ａと底面１２ｂとから略矩形
状の皿状に形成され、この容器本体１２の後方端部に第１蝶番３０を介して上記外蓋１４
が開閉自在に蝶着される。上記容器本体１２の内側には中枠１６が嵌合され、この中枠１
６の左右方向略中央部に前後を指向して形成される仕切り壁１７によって、容器本体１２
内は左右に２つの第１，第２収納部１６ａ，１６ｂが隔成される。第１収納部１６ａは中
枠１６の底部が開口されて形成されると共に、第２収納部１６ｂは有底状に形成される。
また、上記中枠１６は容器本体１２内に嵌合された際に、中枠１６の外周に形成された凸
部１６ｃが、容器本体１２の側壁１２ａ内周にそれぞれ対応して形成された凹部１２ｃに
着脱可能に係合されると共に、中枠１６の上端周縁部に形成されたフランジ部１６ｄが容
器本体１２の側壁１２ａ上端面に当接されるようになっている。
【００１３】
　また、上記中皿１８の左端部には上記内蓋２０が第２蝶番３２を介して開閉自在に蝶着
され、これら中皿１８および内蓋２０によってレフィル容器３４が構成され、このレフィ
ル容器３４内に化粧料Ｐが収容される。そして、上記レフィル容器３４は上記第１収納部
１６ａに着脱可能に収納されるが、このレフィル容器３４が第１収納部１６ａ内に嵌合さ
れた際、中皿１８の外周に形成された凹部１８ａが、第１収納部１６ａの内周にそれぞれ
対応して形成された凸部１６ｅに着脱可能に係合される。更に、上記第１収納部１６ａが
位置する容器本体１２の底面１２ｂには開口部１２ｄが形成され、この開口部１２ｄの下
方から指等を差し込むことにより、第１収納部１６ａに嵌合したレフィル容器３４の取り
外しを容易にできるようになっている。
【００１４】
　上記容器本体１２の側壁１２ａの前端部中央部分には、所定幅に亘る切欠部１２ｅが形
成され、この切欠部１２ｅにプッシュピース２６が前後移動可能に配置される。プッシュ
ピース２６は の筒状に形成されて操作部となるピース本体部分２６ａを備
え、このピース本体部分２６ａは上記切欠部１２ｅと略等しい横幅ｗに形成されて、この
切欠部１２ｅ内にガタ付き無く摺動可能に嵌合される。上記ピース本体部分２６ａの両側
後方端部には一対の板ばね２６ｂが突設される。これら板ばね２６ｂは、ピース本体部分
２６ａが切欠部１２ｅに配置された状態で、先端部が上記中枠１６の前側に当接され、ピ
ース本体部分２６ａを前方に押し出す方向に付勢する。
【００１５】
　上記外蓋１４の内側面には、開閉側先端部の中央部から先端部に第１係合凸部３６が突
設される一方、上記ピース本体部分２６ａの筒状部内側の後面に第２係合凸部３８が形成
され、これら第１，第２係合凸部３６，３８によって上記第１フック２２が構成される。
上記第１係合凸部３６は外蓋１４を閉止した際に、中枠１６のフランジ部１６ｄに形成し
た第１開口部１６ｆを介して図３に示すように上記第２係合凸部３８に係合され、この状
態で外蓋１４の閉止状態が保持される。
【００１６】
　一方、上記内蓋２０の内側面には開閉側先端部の中央部から第３係合凸部４０が突設さ
れると共に、中皿１８の右側面中央部に第４係合凸部４２が形成され、これら第３，第４
係合凸部４０，４２によって上記第２フック２４が構成される。上記第３係合凸部４０は
内蓋２０を閉止した際に上記第４係合凸部４２に係合され、この状態で内蓋２０の閉止状
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器本体１２側に係脱自在に係合すべく、第２係合凸部３８および外蓋１４に突設した第１
係合凸部３６から構成され、プッシュピース２６の押し込み操作により係合が解除される

に突設した第３係合凸部４０および に形成
した第４係合凸部４２から構成され、

容器本体１２側から折曲自在に一体成形され、作動ブロック２６ｃに下端部が
、内蓋２０に上端が当接されて、プッシュピース２６の押し込み操作に伴って移動されて
内蓋２０を押し上げて

平面断面矩形状



態が保持される。
【００１７】
　ここで、図３に示すように上記内蓋２０と上記プッシュピース２６との間に上記中間ピ
ース２８が介在され、該中間ピース２８によってプッシュピース２６の押し込み方向の移
動を内蓋２０の持ち上げ方向の運動に変換するようになっている。中間ピース２８は、中
枠１６の上記第１係合凸部３６挿通用の第１開口部１６ｆの後側に位置して形成される第
２開口部１６ｇに配置されるとともに、該第２開口部１６ｇの前方側縁に折曲自在な連結
部２８ａを介して一体に連結されている。
【００１８】
　一方、上記プッシュピース２６のピース本体部分２６ａの後側から作動ブロック２６ｃ
が突設され、この作動ブロック２６ｃの先端部に形成した傾斜面２６ｄに上記中間ピース
２８の下端部が当接される。また、該中間ピース２８の上端は上記内蓋２０の先端部下面
に当接される。更に、上記容器本体１２の底面１２ｂから上記中間ピース２８の後側に当
接されて、この中間ピース２８の後方倒れを阻止する規制突起１２ｆが一体に突設されて
いる。
【００１９】
　上記外蓋１４の内側面にはバニティーミラー４４が取付けられる一方、上記内蓋２０の
上面には凸部４６が突設されており、外蓋１４を閉止した際に上記バニティーミラー４４
が凸部４６を押圧して、内蓋２０の閉止状態が保持され、この内蓋２０の閉め忘れを防止
できるようになっている。また、図１，図２に示すように上記内蓋２０の内側面には気密
性能を保証するパッキン４８が取付けられている。
【００２０】
　以上の構成により本実施形態の化粧料容器１０にあっては、外蓋１４およびレフィル容
器３４の内蓋２０が閉止された状態では、図２に示すように内蓋２０の第２フック２４が
係合状態にあり、かつ、図３に示すように外蓋１４の第１フック２２が係合状態にある。
このようにして外蓋１４および内蓋２０を閉止することにより、レフィル容器３４に収容
された化粧料Ｐを密封する際の気密性を高めたり、化粧料Ｐがこぼれたりするのを防止す
ることができる。また、このように第１，第２フック２２，２４が係合された状態では、
プッシュピース２６は図４に示すように板ばね２６ｂの付勢力で突出状態、つまり、ピー
ス本体部分２６ａの外側面が容器本体１２の前端面と略同一面となる状態にあり、かつ、
該プッシュピース２６の作動ブロック２６ｃの傾斜面２６ｄに当接する中間ピース２８は
下降位置となっている。
【００２１】
　そして、化粧料容器１０の使用にあたって図５に示すように、上記プッシュピース２６
を板ばね２６ｂの付勢力に抗して押し込むと、まずプッシュピース２６のピース本体部分
２６ａに係合された第１フック２２が係合解除される。また、プッシュピース２６の押し
込みによって作動ブロック２６ｃが後方移動し、傾斜面２６ｄが中間ピース２８の下端部
を押し上げる。すると、該中間ピース２８は規制突起１２ｆによって後方移動が規制され
つつ、連結部２８ａを中心に上方に折曲して持ち上がり、そして、該中間ピース２８の上
端が当接する内蓋２０を上方に押し上げて第２フック２４を係合解除する。このように、
第１フック２２および第２フック２４が係合解除されることにより、外蓋１４および内蓋
２０を手で開けることができ、内蓋２０を開けた状態でレフィル容器３４内の化粧料Ｐを
使用することができる。
【００２２】
　従って、本実施形態の化粧料容器１０では外蓋１４および内蓋２０を開ける際に、単一
のプッシュピース２６の一度の押し込みによって外蓋１４，内蓋２０両者を順次開動する
ことができるため、二重構造となった蓋体の開動操作性を著しく向上することができる。
【００２３】
　また、本実施形態では上記中間ピース２８は、連結部２８ａを介して容器本体側となる
中枠１６に一体に連結されているため、この中枠１６から中間ピース２８を一体成形する
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ことができる。従って、上記中枠１６の製造に伴って中間ピース２８を同時に形成するこ
とができ、製作工程を削減できるとともに、部品点数を削減することができる。そして、
このように部品点数が削減されることにより、化粧料容器１０の組み付け工数を減少する
ことができるとともに、上記中間ピース２８が中枠１６と一体であるため、組み付け状態
でこの中間ピース２８がガタ付くのを防止することができる。
【００２４】
　図６，図７は他の実施形態を示し、上記実施形態と同一構成部分に同一符号を付して重
複する説明を省略して述べる。図６は図４に対応する拡大断面図、図７は図５に対応して
作動状態を示す拡大断面図である。
【００２５】
　即ち、この実施形態では第１フック２２の第１係合凸部３６を、プッシュピース２６に
形成することなく容器本体１２側に形成し、かつ、該第１フック２２の係合解除をプッシ
ュピース２６に形成した傾斜突片２２ｅで行うようにしたものである。つまり、この実施
形態では容器本体１２の切欠部１２ｅに立壁１２ｇを形成し、この立壁１２ｇの上端部に
上記第２係合凸部３８を突設する一方、上記プッシュピース２６を操作部２６ｈと水平な
スライドバー２６ｉとによって に形成し、操作部２６ｈの後面下端部から上
記傾斜突片２２ｅを後方に向かって上方に傾斜するように突出し、この傾斜突片２２ｅの
上端を係合状態にある第１係合凸部３６の下端に当接してある。
【００２６】
　上記スライドバー２６ｉは上記立壁１２ｇの下端部に形成された挿通口１２ｈに挿通さ
れて、該スライドバー２６ｉの先端部に形成した傾斜面２６ｄの上面を中間ピース２８の
下端部に当接してある。また、上記スライドバー２６ｉの下側に係止突起２６ｊを突設し
、この係止突起２６ｊを容器本体１２の底面１２ｂに形成したガイド溝１２ｉに係合して
、プッシュピース２６のスライド案内とその抜止めが行われるようになっている。
【００２７】
　従って、図６に示す外蓋１４および内蓋２０の閉止状態からプッシュピース２６の操作
部２６ｈを押し込むことにより、図７に示すように傾斜突片２２ｅは立壁１２ｇに沿って
立ち上がり、その上端で第１係合凸部３６を上方に押し上げて第２係合凸部３８との係合
状態を離脱し、第１フック２２を係合解除する。また、これと同時にスライドバー２６ｉ
の先端部の傾斜面２６ｄが、上記実施形態と同様に中間ピース２８を押し上げて第２フッ
ク２４を係合解除する。
【００２８】
　従って、この実施形態にあっても単一のプッシュピース２６の一度の押し込みによって
外蓋１４，内蓋２０両者を順次開動することができるとともに、上記中間ピース２８は、
連結部２８ａを介して容器本体側となる中枠１６から一体成形することができ、製作工程
を削減できるとともに、部品点数を削減して組み付け工数を減少し、かつ、組み付け状態
でこの中間ピース２８がガタ付くのを防止することができる。
【００２９】
【発明の効果】
　以上説明したように本発明の請求項１ に示す化粧料容器にあっては、第
１フックおよび第２フックの係合により外蓋および内蓋が共に閉止された状態でプッシュ
ピースを操作することにより、第１フックおよび第２フックが順次係合解除され、これら
外蓋および内蓋をプッシュピースの一度の操作で一挙に開けることが可能となり、二重構
造となった蓋体の開動操作が著しく簡単になる。
【００３０】
　また、上記中間ピースは容器本体側から一体成形されるため、この容器本体側の製造に
伴って中間ピースを同時に形成することができ、製作工程および部品点数を削減できる。
従って、このように部品点数が削減されることにより、化粧料容器の組み付け工数を減少
することができるとともに、上記中間ピースが容器本体側と一体であるため、組み付け状
態でこの中間ピースがガタ付くのを防止することができるという優れた効果を奏する。
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【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施形態を示すレフィル容器および中枠の一部を断面した化粧料容
器の分解斜視図である。
【図２】　本発明の一実施形態を示す外蓋および内蓋を閉止した図１中Ａ－Ａ線に対応す
る断面図である。
【図３】　本発明の一実施形態を示す外蓋および内蓋を閉止した図１中Ｂ－Ｂ線に対応す
る断面図である。
【図４】　本発明の一実施形態を示す図３中Ｃ部の拡大断面図である。
【図５】　本発明の一実施形態を示すプッシュピースの操作状態の図４に対応する拡大断
面図である。
【図６】　本発明の他の実施形態を示す図４に対応する拡大断面図である。
【図７】　本発明の他の実施形態を示す図５に対応して作動状態を示す拡大断面図である
。
【符号の説明】
　１０　化粧料容器
　１２　容器本体
　１４　外蓋
　１６ａ　収納部
　１８　中皿
　２０　内蓋
　２２　第１フック
　２４　第２フック
　２６　プッシュピース
　２８　中間ピース
　３４　レフィル容器
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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